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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人スガウェザリング技術振興財団

(SWTF)及び財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出

があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 
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日本工業規格          JIS 
 L 0891：2007 
 

キセノンアーク灯光又はサンシャインカーボン 
アーク灯光を用いた促進耐候堅ろう度試験方法 

Test methods for fastness to artificial accelerated weathering with xenon arc 
lamp light or sunshine carbon arc lamp light 

 
序文 

この規格は，繊維製品を対象とする降雨条件下における促進耐候堅ろう度試験方法を定めることを目的

とするもので，我が国における製品の品質管理のための試験方法として有効である。 

 

1 適用範囲  

この規格は，繊維製品の降雨条件下におけるキセノンアーク灯光及びサンシャインカーボンアーク灯光

による促進耐候堅ろう度（以下，耐候堅ろう度という。）試験方法について規定する。 

 

2 引用規格  

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS G 4305 冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯 

JIS L 0801 染色堅ろう度試験方法通則 

JIS L 0804 変退色用グレースケール 

JIS L 0809 計器による変退色及び汚染の判定方法 

JIS L 0841 日光に対する染色堅ろう度試験方法 

JIS L 0886 ホトクロミズムの検出及び評価に対する試験方法 

JIS L 1096 一般織物試験方法 

JIS Z 8701 色の表示方法－XYZ表色系及び X10Y10Z10 表色系 

JIS Z 8730 色の表示方法－物体色の色差 

CIE Pub. No. 85:1989，Solar Spectral irradiance 

 

3 用語及び定義  

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 

促進耐候堅ろう度 

降雨条件下における人工光源の露光に対する物質の堅ろう度。 

3.2 

標準退色 


